
【BiCh2系超伝導体のレシピに基づく新超伝導体合成】 

 

 BiCh2 系化合物をバルク超伝導体にするためには，①「BiCh2 層への電子ドープ」と②「BiCh 面内の化学圧

力」が重要であることがわかってきた．②の面内化学圧力効果は，BiCh 面内の局所乱れ抑制に対応することも

わかってきた．これらの情報をもとに，次ページに示す「BiCh2系超伝導体のレシピ」なるものを作成してみた．

きっかけは，慶応義塾大学および東京理科大学で行った講義で使用するためである．講義後で，「レシピがあっ

たら新超伝導体ではないのでは？」というよい指摘を受けたが，あくまで新超伝導体合成の「指針」としてのレ

シピである．普遍的と思われるこのレシピを用いることで，学部４年生の卒業研究でも新超伝導相を合成するこ

とができる．世の中でその新超伝導相を初めて目にするのは合成した本人であり，その喜びを味わうためのレシ

ピである． 

 実際に，2016年度の卒業研究で，陣野さんが新超伝導体 Eu0.5La0.5FBiS2-xSexを合成し，バルク超伝導化を達

成した[1]．EuFBiS2は BiS2系母物質の一つである．Eu2+サイト（実際には+2.2価程度に価数揺動している）を

La3+で置換することで電子キャリアドープを行う．Eu0.5La0.5FBiS2では超伝導発現に十分なキャリアがドープさ

れているにもかかわらず，バルク超伝導は発現しない．そこで，面内化学圧力を Se 置換により印加する．

Eu0.5La0.5FBiS2-xSexの超伝導相図を図 1 に示す．Se 置換にともない電気抵抗の温度依存性が金属的になり，バ

ルク超伝導が誘起されることがわかる．このような方針で合成できる BiCh2系超伝導体はまだまだある．レシピ

に基づくと，新超伝導相を合成できる一方，ある程度期待される結果が得られる．しかし，何が起こるかわから

ないのが物性実験の面白いところである．そのような期待ももちつつ，意欲のある学生さんたちに新超伝導体探

索の面白さを味わってもらいたい． 

 

[1] G. Jinno et al., J. Phys. Soc. Jpn. 85, 124708 (2016). 

 

 

図 1. Eu0.5La0.5FBiS2-xSexの磁化率の温度依存性と超伝導相図． 



 


